


















































































































































































































選択者数 選択率（％） 選択者数 選択率（％）
非常に健康だと思う 54 33.13 365 7.30 141.22 ***
健康な方だと思う 84 51.53 3320 66.40 15.53 ***
あまり健康ではない 25 15.34 1086 21.72 3.81
健康ではない 0 .00 229 4.58 7.81 **
選択率（％）は，各分析対象の総数に対する百分率である。





選択者数 選択率（％） 選択者数 選択率（％）
病気がないこと 113 69.33 3189 63.78 2.11
身体が丈夫なこと 88 53.99 2013 40.26 12.33 ***
美味しく飲食できること 52 31.90 2029 40.58 4.94 *
前向きに生きられること 48 29.45 552 11.04 52.08 ***
幸せを感じること 40 24.54 594 11.88 23.49 ***
ぐっすりと眠れること 39 23.93 1381 27.62 1.08 ***
不安や悩みがないこと 32 19.63 957 19.14 .02
生きがいを感じること 18 11.04 474 9.48 .45
人間関係がうまくいくこと 10 6.13 321 6.42 .02
家庭円満であること 9 5.52 679 13.58 8.88 ***
他人を愛することができること 3 1.84 128 2.56 .33
他人から認められること 3 1.84 76 1.52 .11
仕事がうまくいくこと 2 1.23 155 3.10 1.88
その他 3 1.84 47 .94 1.33
選択率（％）は，各分析対象の総数に対する百分率である。
*p< .05, ***p< .001
Table３　群別の目標意識と自己評価の得点平均値 （標準偏差） および分散分析結果
尺度＼主観的健康（n）
低群 （25） 中群 （84） 高群 （54）
F値
M （SD） M （SD） M （SD）
目標意識 3.65 （1.02） 3.67 （.84） 4.18 （.68） 7.19 **
自尊感情 2.79 （.58） 2.98 （.62） 3.18 （.76） 3.30 *
コンピテンス感
　　学業 2.63 （.51） 2.75 （.53） 2.86 （.69） 1.33
　　友人 2.81 （.76） 3.13 （.65） 3.35 （.62） 5.96 **
　　運動 3.09 （1.06） 2.75 （.82） 3.15 （.93） 3.67 *
　　外見 2.41 （.55） 2.46 （.65） 2.66 （.99） 1.44
　　行動 2.94 （.54） 3.13 （.58） 3.01 （.62） 1.21















































おり（Emmons, 1986; Emmons & Diener, 1986），自尊感情に
ついては，従来，メンタルヘルスの指標として，多くの先行研
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